
 

 

 

 

 

令和４年３月１６日  

統 合 幕 僚 監 部 

 

（お知らせ） 

中国機の動向について 

 

令和４年３月１６日（水）午後、中国の無人機１機が、東シナ海の我が国防

空識別圏内を飛行していることを確認し、航空自衛隊の南西航空方面隊の戦闘

機を緊急発進させるなど、継続的に監視を行った。 

当該機は、中国が開発した偵察型無人機ＢＺＫ－００７であり、対領空侵犯

措置において初めて確認したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統合幕僚監部   報道発表資料  

https://www.mod.go.jp/js/ 



行 動 概 要

：偵察型無人機ＢＺＫ－００７（１機）



対 象 機 （偵察型無人機ＢＺＫ－００７）

航空自衛隊撮影


